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たかしまの風
〈学校教育目標〉 「ゆたかな心、たしかな力」の育成

学校HPも随時更新

八代子ども美術展開催 ～本校からも出品～
１２月５日（金）～７日（日）にかけて、八代市公民館（旧パトリア千丁）で「八代子ども美術展」が開

催されました。市内小・中・特別支援学校の児童生徒の力作がそろいました。本校からは小学部と中学
部の児童生徒が創作した作品を出品しました。子供たちの想いが詰まった作品が展示されました。また、
人権作品展にも小学部の作品が展示されました。

安心・安全なスマホ利用・ＳＮＳ利用について
冬休みが近づいてきました。事故・病気・けがに気を付けて新しい年を迎えてほしいと思います。また、

冬休み期間は、スマートフォン利用やＳＮＳ利用の機会が増えることによるトラブルを心配しています。
上記の利用に関して、再度お子さんと確認していただきたいことは、次の３点です。
①写真、動画などの情報が一度ネット上に流れると、流す前の状況には戻らないこと。
②誹謗中傷（相手の悪口を言ったり、ネット上に書き込んだりなど）は許されない行為であること。
③オンラインゲームやＳＮＳ上で知り合った人と決して会わないこと。

②について、情報発信する際には、その情報について「自分で責任がもてるか」、「発信元は
どこか」「相手を傷つけたり、迷惑をかけたりしないか」などを確かめたり、考えたりすることが
必要です。個人を誹謗中傷する内容や個人が特定される可能性のある内容は、発信してはい
けないことを子供自身が理解しておくことが大切です。
③について、共通の趣味の相手であっても優しいメッセージが送られていたとしても、会ったことのない
人と会うことは危険です。犯罪に巻き込まれる可能性があることを十分理解しておく必要があります。

コミュニケーションは、気持ちを分かち合い、共有することです。ＳＮＳでのつながりもリアルなつながり
も基本は同じです。スマートフォン、ＳＮＳの向こう側には相手がいるということを想像することです。
人と人が向き合って話をする大切さは今も昔も変わりません。人と人との温かいつながりができてこそ、
インターネット機器のもつよさが発揮されます。皆様、よいお年をお迎えください。


